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「協働しよう。そうしよう。条例」に基づく計画の策定について 

 

１ 条例の位置づけ（基本方針の格上げ） 

市では、市制施行７０周年及び市民協働都市宣言から１０年の節目を迎えた令和６年 

 度を市民協働のより一層の推進を目指す好機と捉え、「府中市市民協働の推進に関する条 

 例(通称：協働しよう。そうしよう。条例)」を令和７年３月２３日に施行しました。 

本条例の制定に当たっては、本市附属機関「市民協働推進会議」において必要性を含 

 め議論し、市内外に広く PRする条例とすべきとの答申を受け、「市民協働の推進に関す 

る基本方針」に含有する理念的な要素を条例に格上げし、協働の基本理念を法的に明文 

化することで、市民と市の協働を制度的に支える役割を担うよう位置づけたものです。 

なお、「市民協働都市宣言」を頂点にし、「協働すること」を重視する本市の市民協働 

の法体系としては、「協働による各施策の成果」を重視する総合計画とは引き続き差別化 

を図りつつ、本条例の制定により役目を終える「基本方針」は、令和７年度から廃止に 

向けた調整を進めていくこととなります。具体的には「基本方針」の理念的要素は「条 

例」に、その他の具体的施策に関わる記述は、今後協働をさらに加速的に推進するため 

の「（仮称）実施計画」に規定することで、これまでの取組との継続性も確保します。 

＜参考①＞体系イメージ図 

 

 

 

 

 

 

    

＜参考②＞総合計画との比較表 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 計画の策定に向けて 

⑴  計画策定の根拠 

第６条「市の責務」（一部抜粋） 

市は、この条例の目的を達成するため、次に掲げる事項について、必要な施策を

実施する責務を有する。 

(1) 市民協働を推進するための啓発及び広報に関すること。 

(2) 市民協働に取り組む市民等への支援に関すること。 

(3) 市民協働を推進するための中間支援組織及び協働コーディネーターの 

育成に関すること。 
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第７条「計画の策定及び施策の実施」（一部抜粋） 

市は、この条例の目的を達成するため～市民協働の推進に関する計画を策定する

とともに、市民協働の推進に資する施策を講ずるものとする。 

２ 市は、前項の規定による計画の策定及び施策の実施に当たっては、府中市市民

協働推進会議の意見を十分に尊重するものとする。 

⑵  計画の構成概要（案） 

章 項目 会議での審議内容（概要）案 

１ 計画策定の背景・目的 条例に基づき計画に求められる役割など 

２ 計画期間 期間の設定理由（総合計画との連動性など） 

３ 計画の考え方 計画の位置づけや進行管理など 

４ 重点課題と施策の方向性 地域課題の現状と対策（形態や手法）など 

５ 具体的施策と指標 市の責務を具体化する施策とその指標(目標値)など 

６ 用語解説その他 基本方針からの抽出と新たに記載すべき用語など 

⑶  計画策定に要する期間の検討 

本市で策定する計画は、法律に基づく見直し等に伴い、計画期間が定められている 

もののほか、本市の最上位計画である「府中市総合計画」（前期４年・後期４年の計 

８年間）と関連づけ、策定しているものがあります。 

本市の市民協働は、法律等には寄らず、自主条例に基づき推進していることから、 

現在、進行中の第７次府中市総合計画（令和 11年度まで）と関連づけていく場合、 

計画策定に要する期間としては下表のように１年ないし、２年をかけて本会議で議論 

し、案を取りまとめていくことが考えられます。 

 ＜参考①・策定期間の比較その１＞ 

策定期間(会議回) 計画期間の例 利点など 

Ａ 

(１年) 

会議３回 

※ 

令和８～11年度 

(４年間) 

・第７次総合計画後期及び第８次総合計画前 

期との計画期間が一致する。 

・計画策定に伴う審議の期間が短く、委員の 

意見等が十分に反映しにくい。 

Ｂ 

(２年) 

会議７回 

※ 

令和９～11年度 

(３年間) 

・第７次総合計画後期の計画期間に一致しな

いが、総合計画後期の内容を見定めた上で

策定できる（各計画の役割をより差別化）。 

・計画策定に伴う審議の期間が取れ、委員の 

意見等が十分に反映しやすい。 

※ 令和７年５月１５日の第１回会議は換算せず。 

 ＜参考②・策定期間の比較その２＞ 

 R7/2025 R8/2026 R9/2027 R10/2028 R11/2029 R12/2030 R13/2031 

総合計画 7次前期 7次後期 8次前期～ 

Ａ(１年) 策定 1次 2次～ 

Ｂ(２年) 策定 1次 2次～ 

 

見直し 


